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「
夏
も
近

づ
く
八
十
八

夜
」
と
来
れ

ば
、
新
茶
の

季
節
到
来
と

な
る
。
今
年

は
寒
さ
の
厳

し
か
っ
た
冬
か
ら
、
一
気

に
初
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
暑
い
４
月
と
な
り
、
一

番
茶
は
順
調
に
生
育
し
鹿

児
島
は
早
く
も
最
終
盤
を

迎
え
、
静
岡
は
ピ
ー
ク
を

越
え
つ
つ
あ
る
▼
こ
こ
数

年
、
産
地
を
悩
ま
せ
て
い

る
の
が
茶
価
の
低
迷
。
急

須
で
淹
れ
た
お
茶
を
飲
む

家
庭
が
減
り
続
け
、
高
い

お
茶
が
動
か
な
く
な
っ
て

い
る
。
以
前
は
１
�
５
千

円
か
ら
始
ま
り
半
月
以
上

か
け
て
１
千
円
台
に
下
が

っ
て
き
た
相
場
が
、
今
で

は
１
週
間
程
度
で
１
千
円

台
に
突
入
し
千
円
割
れ
も

珍
し
く
な
い
と
い
う
状
況

に
拍
車
が
掛
か
っ
て
い
る

▼
静
岡
茶
市
場
で
は
先
月

末
に
�
価
格
が
下
げ
止
ま

ら
ず
過
去
に
経
験
の
な
い

事
態
�
と
い
う
コ
メ
ン
ト

を
出
し
た
。
販
売
力
の
あ

る
茶
商
へ
は
、
い
く
ら
で

も
い
い
か
ら
引
き
取
っ
て

く
れ
と
雪
崩
の
よ
う
に
玉

が
集
ま
っ
て
来
て
い
る
▼

逆
に
二
番
茶
以
降
に
は
買

い
が
殺
到
し
、
茶
価
も
順

調
に
上
が
っ
て
い
る
。
Ｐ

Ｅ
Ｔ
飲
料
需
要
だ
。
た

だ
、
二
番
茶
の
平
均
価
格

は
一
番
茶
の
３
分
の
１
程

度
、
生
産
者
に
は
死
活
問

題
だ
が
、
茶
価
低
迷
を
受

け
一
番
茶
を
Ｐ
Ｅ
Ｔ
原
料

に
使
用
す
る
メ
ー
カ
ー
が

出
て
き
た
。
産
地
は
大
き

な
転
機
を
迎
え
て
い
る
。

４
月
１
日
に
伊
藤
忠
食
品

の
社
長
執
行
役
員
に
就
任
し

た
岡
本
均
氏
が
１
日
、
東
京

本
社
で
開
催
さ
れ
た
決
算
説

明
会
に
臨
み
、
抱
負
な
ど
を

語
っ
た
。
伊
藤
忠
商
事
の
代

表
取
締
役
経
験
者
が
傘
下
食

品
卸
の
社
長
を
務
め
る
の

は
、
田
中
茂
治
氏
（
現
・
日

本
ア
ク
セ
ス
会
長
）
以
来
２

人
目
。
会
見
で
は
急
速
な
技

術
革
新
が
国
内
食
品
流
通
に

与
え
る
影
響
な
ど
に
言
及
、

視
野
と
見
識
の
広
さ
を
マ
ス

コ
ミ
関
係

者
に
印
象

付
け
た
。

当
日
の
発

言
は
大
綱

以
下
の
通

り
。

４
月
１
日
付
で
社
長
執
行

役
員
に
就
任
し
た
。
近
年
、

当
社
で
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

相
次
い
で
交
代
し
た
が
、

「
価
値
を
追
求
し
、
信
頼
さ

れ
る
グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー

へ
」
と
い
う
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

に

つ

い

て

は
、
い
さ
さ

か
の
揺
る
ぎ

も
な
い
と
考

え
て
い
る
。

今
後
も
伊
藤

忠
グ
ル
ー
プ

の
強
み
を
最
大
限
に
活
用
し

つ
つ
、
独
立
し
た
上
場
企
業

と
し
て
独
自
の
戦
略
を
実
行

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
化
さ
せ

て
い
く
。

第
４
次
産
業
革
命
に
よ
っ

て
生
じ
る
破
壊
的
な
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
産
業
構

造
は
今
後
劇
的
に
変
化
す
る

だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
も
必
要

と
さ
れ
る
卸
像
を
築
き
上
げ

る
た
め
に
は
、
大
胆
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
必
要
不
可
欠
に
な

る
。
そ
れ
を
先
頭
に
立
っ
て

推
進
す
る
の
が
私
の
使
命
で

あ
り
、
強
い
決
意
を
も
っ
て

臨
ん
で
い
き
た
い
。

就
任
１
か
月
で
ま
だ
勉
強

中
の
身
だ
が
、
食
品
卸
に
は

し
っ
か
り
し
た
機
能
が
あ

り
、
単
な
る
あ
て
が
い
扶
持

で
は
な
い
機
能
対
価
を
獲
得

で
き
て
い
る
と
思
う
。
そ
の

わ
り
に
収
益
性
が
低
い
の

は
、
メ
ー
カ
ー
と
小
売
業
の

潤
滑
油
と
い
う
役
割
に
終
始

し
、
流
通
の
中
で
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
取
る
ケ
ー
ス
が
少

な
い
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
繊
維

出
身
で
リ

テ
ー
ル
や

消
費
者
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

か
か
わ
っ
て
き
た
経
験
を
生

か
し
、
も
う
少
し
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
取
れ
る
仕
事
、
収

益
に
つ
な
が
る
主
体
的
な
事

業
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。（

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
社

長
に
選
任
さ
れ
た
理
由
を
聞

か
れ
）
選
任
し
た
側
で
は
な

い
の
で
お
答
え
し
づ
ら
い
と

こ
ろ
だ
が
、
繊
維
の
経
験
に

加
え
、
こ
の
３
年
間
、
私
が

伊
藤
忠
商
事
の
経
営
企
画
担

当
役
員
と
し
て
新
技
術
の
活

用
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

食
品
流
通
は
非
常
に
安
定
し

た
業
界
だ
が
、
そ
の
一
方
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り

に
く
い
分
野
で
も
あ
る
。
流

通
と
新
技
術
の
融
合
を
進
め

て

い

く

上

で
、
私
の
経

験
や
人
脈
が

生
か
せ
る
と

い

う

こ

と

で
、
こ
う
し

て
選
ば
れ
た

の
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

（
業
界
の
）
内
側
だ
け
を

見
て
今
後
の
産
業
構
造
変
化

に
乗
り
遅
れ
る
の
は
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。
垣

根
の
少
し
向
こ
う
側
ま
で
視

野
に
入
れ
、
新
技
術
と
ど
う

融
合
す
れ
ば
シ
ナ
ジ
ー
が
生

ま
れ
る
か
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
食
品
の

ｅ
コ
マ
ー
ス
が
広
が
っ
た

時
、
小
売
店
へ
の
供
給
に
重

き
を
置
く
今
ま
で
の
卸
の
ビ

ジ
ネ
ス
が
通
用
す
る
の
か
と

い
う
疑
問
も
あ
る
。
商
品
開

発
の
よ
う
な
メ
ー
カ
ー
的
な

仕
事
を
請
け
負
い
な
が
ら
ｅ

コ
マ
ー
ス
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
組
み
立
て
て
い
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
最
近

は
食
品
分
野
で
も
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
の

使
用
頻
度
が
高
ま
っ
て
い

る
。
今
後
は
当
社
と
し
て
も

金
融
・
決
済
機
能
の
整
備
を

検
討
し
た
い
。
一
つ
の
機
能

に
固
執
し
て
い
て
は
、
な
か

な
か
先
に
つ
な
が
ら
な
い

し
、
変
化
に
取
り
残
さ
れ
て

し
ま
う
。

飲
料
各
社
は
主
要
ブ
ラ
ン
ド
で
消
費
者
と
の
接
点
拡
大
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
ア
イ
ス
提
案
な
ど
通
常
と
は
異
な
る
飲
用
シ
ー
ン
で
の
露

出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

注
目
を
集
め
そ
う
な
話
題

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
消
費

者
に
情
報
拡
散
し
て
も
ら

い
、
ブ
ラ
ン
ド
を
浸
透
さ
せ

る
狙
い
も
あ
る
。

ア
サ
ヒ
飲
料
は
「
三
ツ
矢

サ
イ
ダ
ー
」
を
マ
イ
ナ
ス
５

度
に
冷
や
し
て
数
量
限
定
で

販
売
す
る
専
用
コ
ラ
ム
�
写

真
�
�
を
設
け
た
自
販
機
を

展
開
し
て
い
る
。
５
月
に
約

１
５
０
台
の
設
置
を
予
定

し
、
そ
の
う
ち
の
１
台
が
東

京
・
お
台
場
に
設
置
さ
れ
、

４
月
２７
日
、
メ
デ
ィ
ア
に
公

開
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
�
同
�
、

�
�
で
�
氷
点
下
の
三
ツ
矢

サ
イ
ダ
ー
�
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
る
。

一
方
、
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ

ク
で
攻
め
る
の
は
「
フ
ァ
ン

タ
」
（
コ
カ
・
コ
ー
ラ
シ
ス

テ
ム
）
。
４
月
２８
日
か
ら
３０

日
ま
で
の
期
間
限
定
で
「
フ

ァ
ン
タ

カ
ン
パ
イ
ガ
ー
デ

ン
」
を
東
京
�
同
�
�
と
神

戸
の
２
か
所
で
オ
ー
プ
ン

し
、
来
場
者
に
無
料
で
「
フ

ァ
ン
タ
」
を
使
っ
た
フ
ロ
ー

ト
�
同
�
�
を
提
供
し
た
。

フ
ロ
ー
ト
は
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
専
門
店

「
＃
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｙ
（
グ
ッ
デ

ィ
ー
）
」
の
監
修
の
下
、
ア

イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
と
ト
ッ

ピ
ン
グ
が
施
さ
れ
イ
ン
ス
タ

映
え
を
意
識
。
２１
種
類
を
用

意
し
た
。

こ
れ
に
加
え
て
コ
カ
・
コ

ー
ラ
シ
ス
テ
ム
は
、
世
界
初

の
容
器
入
り
フ
ロ
ー
ズ
ン
飲

料
（
清
涼
飲
料
水
）
と
し
て

「
コ
カ
・
コ
ー
ラ

フ
ロ
ー

ズ
ン

レ
モ
ン
」
を
４
月
１６

日
に
新
発
売
し
た
。

同
商
品
の
狙
い
に
つ
い

て
、
発
売
日
に
本
社
で
発
表

し
た
日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の

島
岡
芳
和
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

本
部
炭
酸
カ
テ
ゴ
リ
ー
コ
カ

・
コ
ー
ラ
Ｔ
Ｍ
グ
ル
ー
プ
統

括
部
長
は
「
今
ま
で
『
コ
カ

・
コ
ー
ラ
』
を
あ
ま
り
手
に

取
ら
れ
な
か
っ
た
人
や
最
近

飲
ま
れ
な
か
っ
た
人
に
新
鮮

な
新
し
さ
と
驚
き
を
も
っ
て

『
コ
カ
・
コ
ー
ラ
』
に
も
う

一
度
触
れ
て
い
た
だ
き
、
お

い
し
さ
を
再
発
見
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
説
明
し
た
。
フ

ロ
ー
ズ
ン
飲
料
は
「
フ
ァ
ン

タ
」
で
も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
凍
ら
せ
る
凍
結

ボ
ト
ル
の
提
案
も
強
ま
っ
て

い
る
。
サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
「
ヨ

ー
グ
リ
ー
ナ
＆
サ
ン
ト
リ
ー

天
然
水
」
「
朝
摘
み
オ
レ
ン

ジ
＆
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
」

「
サ
ン
ト
リ
ー

南
ア
ル
プ

ス
の
天
然
水
＆
は
ち
み
つ
レ

モ
ン
」
の
３
品
で
冷
凍
兼
用

ボ
ト
ル
を
活
用
し
た
楽
し
み

方
の
提
案
を
強
化
。
「
今
夏

に
は
ラ
ベ
ル
を
さ
ら
に
刷
新

し
、
も
っ
と
氷
が
感
じ
ら
れ

清
涼
感
を
ア
ッ
プ
し
た
デ
ザ

イ
ン
を
採
用
す
る
」
（
江
藤

雄
資
ジ
ャ
パ
ン
事
業
本
部
ブ

ラ
ン
ド
開
発
第
一
事
業
部
課

長
）
。

伊
藤
園
は
「
お
～
い
お
茶

緑
茶
」
「
健
康
ミ
ネ
ラ
ル

む
ぎ
茶
」
に
加
え
て
「
タ
リ

ー
ズ
コ
ー
ヒ
ー
」
で
も
冷
凍

対
応
商
品
「
ト
リ
プ
ル

テ

イ
ス
ト

ジ

ア
イ
ス
」
を

新
発
売
し
た
。

マ
シ
ン
を
使
っ
て
ボ
ト
ル

コ
ー
ヒ
ー
の
需
要
喚
起
を
図

る
の
は
ネ
ス
レ
日
本
。
同
社

は
４
月
１
日
、
「
ネ
ス
カ
フ

ェ

ゴ
ー
ル
ド
ブ
レ
ン
ド

ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
バ

ー
」
を
進
化
さ
せ
た
ハ
ン
デ

ィ
タ
イ
プ
を
新
発
売
し
、
ア

イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
の
上
に
き
め

細
か
い
泡
が
の
っ
た
「
ア
イ

ス
ク
レ
マ
コ
ー
ヒ
ー
」
を
提

案
し
て
い
る
。
業
務
用
で
は

Ｕ
Ｃ
Ｃ
と
キ
ー
コ
ー
ヒ
ー
も

専
用
サ
ー
バ
ー
を
使
っ
た
ア

イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を
展
開
し
て

い
る
。

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

三
島
食
品
の
業
務
用
商
品

「
―
１８
℃
以
下
保
存
」
シ
リ

ー
ズ
が
伸
長
し
て
い
る
。
末

貞
操
社
長
が
提
唱
す
る
�
脇

役
戦
略
�
が
奏
功
し
、
新
規

チ
ャ
ネ
ル
へ
拡
大
。
今
期
も

前
年
比
１
２
０
％
で
推
移
す

る
。同

社
の
業
務
用
商
品
は
ド

ラ
イ
の
ふ
り
か
け
、
ペ
ー
ス

ト
の
佃
煮
、
レ
ト
ル
ト
の
惣

菜
な
ど
常
温
商
品
が
主
力
だ

が
、
以
前
か
ら
唯
一
の
チ
ル

ド
商
品
と
し
て
「
梅
し
ら

す
」
を
扱
っ
て
お
り
、
ド
ラ

イ
に
比
べ
素
材
の
食
感
や
風

味
が
生
か
せ
る
点
が
支
持
を

集
め
て
い
た
。

そ
の
後
、
徐
々
に
低
温
で

扱
う
商
品
を
増
や
し
、
昨
年

「
―
１８
℃
以
下
保
存
（
ウ
ェ

ッ
ト
ふ
り
か
け
）
」
と
し
て

温
度
帯
を
変
更
し
１２
品
を
シ

リ
ー
ズ
化
。
現
在
は
１４
品
を

揃
え
る
。

チ
ル
ド
の
賞
味
期
間
が
４

か
月
か
ら
半
年
な
の
に
対

し
、
同
シ
リ
ー
ズ
は
１
年
。

「
流
通
に
も
ユ
ー
ザ
ー
に
も

扱
い
や
す
く
な
っ
た
」
（
佐

伯
俊
彦
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
こ
と

が
、
販
路
の
拡
大
を
後
押
し

し
た
。
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

手
軽
さ
が
人
手
不
足
の
解
消

に
役
立
ち
、
１４
種
類
と
い
う

豊
富
な
品
揃
え
が
、
ホ
テ
ル

の
朝
食
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を
は
じ

め
と
す
る
新
業
態
の
開
拓
に

つ
な
が
っ
て
い
る
�
写
真
。

末
貞
社
長
は
「
主
役
の
食

材
を
引
き
立
て
る
役
目
を
担

う
『
脇
役
戦
略
』
に
力
を
入

れ
て
い
る
」
と
話
す
。
こ
れ

ま
で
も
冷
食
メ
ー
カ
ー
と
組

み
、
�
主
役
�
と
な
る
各
社

の
商
品
規
格
に
合
わ
せ
た
調

味
料
を
提
案
し
成
果
を
挙
げ

て
き
た
。
「
―
１８
℃
以
下
」

シ
リ
ー
ズ
の
各
商
品
も
ハ
ン

バ
ー
グ
や
パ
ス
タ
、
豆
腐
の

ト
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
�
主
役
�

に
花
を
添
え
る
よ
う
な
使
わ

れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
シ
リ
ー
ズ
の
「
梅

し
ら
す
」
と
並
ぶ
売
れ
筋
商

品
「
五
穀
と
ひ
じ
き
」
は
昨

年
、
家
庭
用
の
新
シ
リ
ー
ズ

「
五
穀
美
餐
」
を
発
売
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
業
務
用
か
ら
家
庭

用
商
品
へ
の
波
及
効
果
も
表

れ
て
い
る
。
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お
知
ら
せ

７
日
付
は
休
刊
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了

承
下
さ
い
。

食
品
新
聞
社

��������������������������

「食後カッフヘエーといふ豆を煎じたる

湯を出す砂糖牛乳を和して之を飲む頗る胸

中を爽にす」��。

これは渋沢栄一・杉浦譲共著の「航西日

記」に収められている朝食の記事�写真�
で、コーヒーを嗜好品として記録した日本

最古のものとなる可能性がある。同著以前

にも志筑忠雄や大田南畝、宇田川榕菴らが

コーヒーについて書き残しているが嗜好品

としての記述は見られない。

「航西日記」は渋沢栄一と杉浦譲が１８６７

年（慶応３年）に徳川昭武の随員としてフ

ランスを訪れた際の体験記で、徳川昭武、

さらにはその実兄の徳川慶喜もコーヒーを

たしなんでいた。（４面の特集記事に詳報）

「
ア
ジ
ア
貿
易
量
、
推
定
２
千
８００
万
ｔ
へ
拡
大
」

（
輸
入
塩
特
集

６
～
７
面
）

「
韓
国
塩
事
情
紹
介
」

（
塩
版

８
面
）

き
ょ
う
の
主
な
内
容

ＧＧ
ＷＷ
境境
にに
接接
点点
拡拡
大大
策策

ア
イ
ス
提
案
や
イ
ン
ス
タ
映
え
で

飲 料

嗜好品として最古の記録か

ココーーヒヒーー

渋
沢
栄
一
・
杉
浦
譲
の�
航
西
日
記
�

三
島
食
品
�
脇
役
戦
略
�が
奏
功

�―１８℃�商品で販路拡大

産
業
構
造
が
変
わ
る

経
験
生
か
し
変
化
対
応
促
進

渋沢栄一・杉浦譲共著の「航西日

記」に収められている朝食の記事

（傍線部）。出典：澁澤榮一滞佛

日記（東京大學出版會）
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